Ⅷ．退園後、卒業後に向けた支援
　くすのき学園で過ごす期間の長短はそれぞれにあるものの、皆、退園後の生活はくすのきでの生活とはいろいろな面で異なる。子どもも保護者も望んで移るにしても、卒業という節目で移るにしても、情緒面対人面で未熟さやそれぞれの課題は残る子どもたちなので、生活の場そのものの変化で、大小様々な負担はかかる。できるだけ無理なく馴染んでいけるように、学園からの後押しが必要な場合は、個々のニーズに合わせて支援をする。
　

１　卒園、退園の準備
（１）学校関係

①　地元校に通う場合の準備

　地元校の学級には種類があり、通常の学級と特別支援学級とがある。特別支援学級のなかに知的障害児学級、情緒障害児学級などがある。（くすのき学園の施設内学級は情緒障害児学級である。）

地元校に転学・進学するにあたっては、まず通常の学級か特別支援学級かを検討することになる。
知的能力に問題がなくて、一クラス４０名定員の通常の学級の集団に適応ができそうであれば、通常の学級に入るケースが多い。
知的能力が通常の学級でやっていけるレベルかどうかは、受け入れる学校や養護施設から確認される。以前の知能検査の結果や学校の所見も踏まえて学園での判断を伝えるが、退園にあわせて知能検査を実施して、客観的な指標を準備する場合もある。

· 知能検査は学園内でも実施できるが、愛護手帳の取得が絡む可能性がある時は、児相に検査を依頼する。（手帳の発行や更新は行政措置であるため、児相以外の検査結果で取得することはできない。）

ア　通常の学級への転学・進学
　くすのき分級での学習態度や学習進度については、転学・進学先の学校に理解してもらえるように準備しておく。（場合によっては分級の先生に具体的な内容を書面で用意してもらう）

　知的能力の問題がなくても、くすのき分級での学習は通常の学級のそれとは異なり学習の蓄積は少ないので、特に最初は配慮をお願いしなければならない。

また、学校の一日の流れも違うので、通常の学級では当たり前の全校集会、給食や掃除などの事柄を知らないことも伝えておく。
（転学・進学予定の地元校への説明）
児相CWからの説明で足りる場合もあるが、詳しい説明を求められれば先方の意向にあわせて電話もしくは担当CWと同行訪問で話をする。学校間で連絡を取りたいと希望される学校もあるのでそれも調整する。

　また、細かいことだが、特に家庭復帰で通常の学級の場合、どういう事情で転校してきたかを他の児童生徒にどのように説明するかは、子どもと親の意向を聞いておき、事前に地元校と調整しておくと無用なトラブルが避けられる。受け入れを配慮してもらえるということで、地元校への安心感にも繋がる。
（子ども自身の気持ちの準備）
　通常の学級を経験したことがない子どもの場合は、くすのき分級とは違うところを具体的に話しながら、少しでも心構えやプラスのイメージを持って転学・進学できるようにサポートする。

イ　特別支援級（情緒障害児学級・知的障害児学級）への転学・進学
知的にハンディがある場合は、知的障害児学級に転学・進学することもある。また、知的能力に問題がなくても情緒面で通常の学級の集団での適応が困難であれば、情緒障害児学級に転学・進学することもある。

特別支援学級は、比較的重度の知的障害児が主だったり自閉症児が主だったりするなど、同じ支援級でもそれぞれ地元校ごとに特徴があることが多いので、あらかじめ情報を得てその子どもに適切かどうか判断の材料にする必要がある。最適な環境があるとは限らず判断に迷うことも多いが、子どもが持っている力をより発揮できる環境を選んでいく。
　情緒障害学級に転学・進学する場合は、卒業後の進路が知的障害の体系に沿う知的障害児学級と比べて、先々の進路の幅が限られることも多いので、先々の方向も視野にいれて選択する必要がある。（高卒後の家庭復帰が難しい場合は特に注意を要する。）
　いずれにしても、くすのき分級からあらためて特別支援級に所属することになるため、子ども自身と親の納得があっての選択になる。子どもにとってよりよい選択ができるように、決めるまでによく話し合い一緒に考えるプロセスも大切である。
（２）退園後の生活の場
①　家庭復帰

　子どもも親も、これまでと違う生活になるので、週末や学校の長期休みなどを活用して、退園前にできるだけ外泊の機会が設けられるとよい。双方の気持ちの準備期間にもなると同時に、そこであらたな気持ちの揺れや心配がでてくることもあるので、引き取りに向けての気持ちのフォローは意識的にした方がよい。
②　児童福祉施設
ア　児童養護施設

　家庭復帰が困難な場合の多くは、児童養護施設に生活の場を移すことになる。

養護施設での生活は、集団が大きくて年齢の幅も広い。（名古屋の施設は４５～６５名定員が多い。年齢幅は３歳～１８歳（高卒まで）。）　日常生活は自分で考えて行動することが多くなるし、施設行事も増えるなど集団の動きに沿った動きも必要となる。また、職員の子どもに対する比率は低くなる。
　地元校への通学も始まって学校生活が変わり、地域の友だちとの交流も日常的になる。
　くすのき学園での生活で当たり前だった感覚そのままではやっていけないし、年齢相応の言動も要求される。
イ　知的障害児施設（あけぼの学園など）

生活全般において、情緒的な問題だけでなく、知的能力の低さが本人のしんどさや諸々の問題の主要因になっている場合には、知的障害児の施設を検討する。　愛護手帳をもっている子どもが対象となり、学校は地元の特別支援級や特別支援学校に通学する。
　関係者が適当だと判断しても、本人や保護者の意見や思いと一致しにくいことが多いので、よく話し合う必要はある。
ウ　児童自立支援施設（玉野川学園など）
　くすのき学園は、生活の枠が緩やかで開放的な方向を目指しているが、それが全ての子どもの成長の支援に合致するわけではなく、まず外側からの強い枠にはめることが必要な子ども（あるいはそういう時期にある子ども）もいる。社会規範の枠にはまらないなどエネルギーが外向きに放出されて行動化しやすい子どもなどは、期間を区切る場合も含めて、児童自立支援施設の活用が有効である。

児童自立支援施設は、概ね一年を処遇の目処にしている（期間の方針が変わる場合あり）。寮で生活をしながら敷地内の学校で学ぶ。授業後の部活動を含めて日課が組まれている。
③　その他

ア　里親

　養子縁組も可能ではあるが、実際には養育里親あるいは親族里親となる。
　保護者が死亡あるいは行方不明だったり、親がいても関わりが望めない子どもで、児童養護施設などの集団よりも、家庭に近い里親宅での生活がより適していると考えられる場合に検討する。養育里親は少なく、実際に探すのは難しい。
イ　住み込み就労

　高校進学をしない場合は、児童養護施設入所はできない。家庭復帰もできない場合は生活の場も探さなければならないので、住み込み就労（あるいは就職先と住居と両方探す）になる。しかし非常に数が少ない。特に女の子は住み込み就労の口は少ない。児相と関わりのある『四葉の会』は雇用の可能性もあるので、ハローワークで探すとともに打診するとよい。
ウ　グループホーム

　知的障害者対象のホームと、精神障害者対象のホームがある。それぞれ手帳を持っている方がよい。
エ　自立援助ホーム（慈泉寮）
　１５～１８歳で就労しているか就労先を探している子どもが対象で、児相の援助措置が必要。ひとり部屋で風呂トイレなどは共用，朝食と夕食は用意してもらえるが、寮費は納めなめればならない。アルバイトするくらいの力は必要。
２　卒園、退園後のフォロー

子どもと保護者との意向を確認して、卒園・退園後一年くらいを目処にアフターフォローを検討する。
アフターフォローは、ほんとうにケースバイケースで、やり方が決まっているわけではない。

くすのきを退園した後も児相で係属するケースは多いので、児相の援助指針に基づいて、児相CWと相談してどうしていくか考える。児相や施設にまかせる場合も多い。
フォローの形としては、養護施設に移った子どもが、新しい生活に馴染んでいく期間にセラピーを継続して後方支援したり、家庭復帰した子どもの家庭訪問をしたりする。転学先の学校訪問をすることもある。直接会わずに不定期に電話をして話を聴く場合もある。　また、学校の先生が転学・進学した学校と連絡をしたり、就職先を訪問したりするケースもある。
いずれも、生活が大きく変化して新しい関係を築いていく大変な時期にある子どもや保護者が、気持ちや心情を構えずに安心して語れる（伝えられる）関係にある者としてのサポートをする。今の生活とは少し離れた位置にいる者として関わるので、当人が自分の内面や状況を客観視したり整理したりしやすいところがメリットである。
あくまでもアフターフォローなので、自然に必要がなくなることを望みながら少しずつ離れていく心構えで関わる。
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